
○ 塩市場調査 
 

1. 塩市場調査 

1.1 目的 

 米国は自由主義経済圏であり、塩の販売についても他の商品と同様、基本的に自由に販売されている

が、実際の市場においてどのような塩がどのような形態で販売されているのか把握できていない。そこ

で商品の種類、特徴や店舗状況を把握するため、調査を行った。 

1.2 調査方法 

ワシントンＤ.Ｃ.の 10 店舗、ロサンゼルスの 12 店舗、計 22 店舗で食用の小物商品（商品数約 110 品

目）について調査し、訪問した店舗および購入した商品のリストをデータ編に掲載した。 

1.3 調査概要 

店舗の状況についてはワシントンＤ.Ｃ.およびロサンゼルスとも大きな違いはなかった。 
どちらも特徴として、塩が売られている小型の店舗はほとんどなく、スーパー形態の大型店舗がほと

んどであった。現地ガイドに確認したところ、小売店の統合が進んでいて、小型の店舗が非常に少ない

ということであった。 
 ただし、店舗調査の中でセブン・イレブンに行っており、そこで 2 種類の塩が確認できたため、小型

店舗で全く売られていないということはないが、コンビニエンスストアはドリンクとスナック菓子を買

う場所と一般に考えられているようである。 
 郊外の大型店舗も調査対象としたが、店の系列の違いによる品揃えに相違はあっても、都市部と郊外

の違いはあまり感じられなかった。 
 生活水準により、訪れる店舗も階層分けされているとのことであった。上流向け（WHOLE FOODS、
Bristol Farms など）の店舗は、オーガニック商品を多く集めているという特色がある。 
 棚の特徴として、上段にスパイスの小瓶、下段に塩が配置されているのが一般的であった。スパイス

に塩を混ぜているガーリックソルト、オニオンソルト、セロリソルト等の商品も多く見られた。 
 定番商品としてはMORTONの 737ｇで、この商品のパッケージを変えたＰＢも多く販売されていた。

ヨウ素添加塩、KOSHER 対応塩なども少なくない。KOSHER は商品名に入っていないものでも対応マ

ークがついている商品もある。（（K）、（U）、（Ｖ）等） 
 センター塩では、固結防止剤として炭酸マグネシウムを使用しているが、今回購入した商品では炭酸

マグネシウムの使用は確認できなかった。代わりに使用している固結防止剤は、アルミノ珪酸ナトリウ

ム、ケイ酸カルシウム、フェロシアン化ナトリウムなどであった。 
 基本的にせんごう工程を経た塩ばかりのようであるが、グルメ向けを中心に、輸入した岩塩や天日塩

等も販売されていた。 
※ 市販塩データの最後に、低ナトリウム塩をいくつか掲載したが、下記の注意書きの記載があった。

日本でも記載が必要な注意書きではないだろうか。 
 

 
市場調査店舗・商品一覧表 

For normal healthy people. Persons having diabetes, heart or kidney disease or receiving 
medical treatment should consult a physician before using a salt alternative or substitute. 
健常者用。糖尿病、心臓病や腎臓病を患っている人、診療を受けている人は、食塩代替物を使用

する前に医師に相談すること。 
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